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Ⅰ．はじめに
アブラムシ類（アリマキ類）は被子植物，裸子植
物，シダ類などの植物上で単為生殖によって増殖し，
師管液を吸引する（石原，1971; Powell et al., 2006;
松本ほか，2014）。日本産アブラムシ類の体長は 0.7
～ 5.0 mm（石原ほか，1965）と小型であるが単為生
殖によって大量に増殖してコロニーを形成するため，
昆虫食性あるいは雑食性鳥類の重要な餌となっている
と考えられている（例えば，Smith et al., 2011; Orros 
and Fellowes, 2012; Garcia et al., 2018）。しかし，日本
では鳥類によるアブラムシ類の捕食，さらにはその種
間関係が生態系へ及ぼす影響などについてはほとんど
研究例がない。
著者は広島県内の鳥類の分布や行動の観察を 2021
年より開始したが，小型種がアブラムシ類を捕食して
いる行動を数例観察したので報告した（近藤ほか，
2022）。2022年 10月 29日には，広島県呉市野呂山

において，コゲラ Dendrocopos kizuki （Temminck, 
1836）がヌルデ Rhus javanica var. chinensis （Mill.） T. 
Yamaz. の虫こぶ（「五倍子」と呼ばれている）内に潜
むヌルデシロアブラムシ Schlechtendalia chinensis 
（Bell, 1851）を捕食している行動を観察した。この行
動はかつて本邦では一度しか報告例がなく（桜谷，
2001），今回，証拠となる写真撮影に成功した。虫こ
ぶを形成する昆虫の捕食は国内外の多様な鳥類で報告
さ れ て い る が（Spofford, 1977; Sunose, 1980; 
Abrahamson and Weis, 1987; Burstein and Wool, 1992; 
Tscharntke, 1992； 穴 田・ 多 奈 田，2000； 桜 谷，
2001），国内で報告された観察例について紹介する。
また，アブラムシ類同様にコロニーを形成し，半翅目
に属するカイガラムシ類の捕食例についても述べ，今
後の課題について議論する。
　

コゲラ Dendrocopos kizuki (Temminck, 1836)によるヌルデの虫こぶ内
のヌルデシロアブラムシ Schlechtendalia chinensis (Bell, 1851)の

捕食行動の記録及び我が国における鳥類のコロニー形成半翅類の摂食例
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An observation of the predatory behavior of the pygmy woodpecker Dendrocopos kizuki (Temminck, 
1836) on the aphid Schlechtendalia chinensis (Bell, 1851) within the galls of Rhus javanica var. 

chinensis (Mill.) T. Yamaz., with notes on the predation of wild birds on colonial hemipterans in Japan

Susumu OHTSUKA

要旨：コゲラがヌルデの虫こぶ内に潜むヌルデシロアブラムシの幼虫や成虫を捕食している行動を写真映像として
2022年 10月 29日に呉市野呂山山頂にて初めて記録した。本種のこの捕食行動記録は二番目の報告となる。虫こ
ぶやコロニー形成する半翅類に対する日本産鳥類の捕食例を簡単に総括した。
キーワード：アブラムシ，コロニー，コゲラ，虫こぶ，カイガラムシ

Abstract: For this paper, predatory behavior of the pygmy woodpecker Dendrocopos kizuki (Temminck, 1836) on larvae 
and adults of the aphid Schlechtendalia chinensis (Bell, 1851) within the galls of Rhus javanica var. chinensis (Mill.) T. 
Yamaz. was observed on the summit of Mt. Noro in Kure City, Hiroshima Prefecture on October 29, 2022. This is the 
second record of the bird feeding on gall-forming aphids. Overall predation by a wide variety of wild birds on gall- and 
colony-forming hemipterans in Japan is briefly reviewed. These gregarious insects are likely to be seasonally import as 
food items of many insectivorous and omnivorous birds.
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Ⅱ．材料と方法
2021年 4月以降，広島県内，特に広島市，東広島

市，竹原市，呉市などのヨシ原，山間部，河口などに
おいて鳥類の分布，行動を観察している。その中で
2022年 10月 29日午前，呉市川尻町野呂山頂付近
（標高 778 m）においてコゲラがヌルデの木に止まり，
ヌルデシロアブラムシの形成した虫こぶの小孔に舌を
入れてアブラムシを捕食している行動を観察した。こ
れをコンパクトデジタルカメラ（Coolpix P1000，株
式会社ニコン）で撮影した（10:58～ 11:00）。また，
同年 11月 3日，12月 30日，2023年 1月 8日にも追
加して観察に行った。しかし，この行動は観察され
ず，12月 30日にはヌルデの虫こぶはすでにすべて地
面に落ちていた。2022年 11月 3日には枝についてい
る 2個の虫こぶ，2023年 1月 8日には地面に落ちて
いた 3個の虫こぶ全体の大きさ，開口部の大きさを
測定した。また，2022 年 11月 3日には内部のヌルデ
シロアブラムシの成長段階を確認した。
また，本調査の間に著者らが広島県内で観察した鳥
類のコロニー形成半翅目アブラムシ類，カイガラムシ
類の捕食行動記録も紹介する。日本産鳥類のアブラム
シ類，カイガラムシ類の捕食は主に清棲（1978），山
階（1980）などの文献を参考にした。

Ⅲ．結果と考察
ヌルデシロアブラムシの形成する虫こぶは不定形で
ある（Figs 1, 2A）が，鈍い突起があり，その先端に
2.3～ 5.6 mm（平均 3.9 mm，N = 9：2022年 11月 3
日）の大きさの小孔（Figs 1, 2A）が開いており，コ
ゲラ（雌）はここから舌を入れてヌルデシロアブラム
シを舐め取っていた（Fig. 1）。2分間の撮影時間で
あったが，1つの虫こぶに開口している複数の小孔か
らヌルデシロアブラムシを舌で摂取していた（Fig. 
1A, C）。ヌルデの虫こぶは京都市での観察では 10月
中旬～ 11月初旬にヌルデシロアブラムシが脱出する
ために裂開することが知られ（高田，1991），本調査
の時期（10月 29日）と一致する。この小孔はコゲラ
が嘴で開けたものではなく，虫こぶが裂開した後にこ
の小孔からヌルデシロアブラムシを掻き取って捕食し
たと考えられる。
今回観察した虫こぶは不定形で，枝との 1つの接

続部分から鈍い突起を持つ 2～ 5葉の膨張部が生じ
ていた（Fig. 2A）。1つの葉の高さは 13～ 48 mm，
虫こぶ全体の大きさは大型の方は 63 mm，小型のも
のは 37 mmであった（2022年 11月 3日）。地面に落
ちていた 3個の虫こぶも 42～ 61 mmの大きさであっ

た（2023年 1月 8日）。2022年 11月 3日に観察した
虫こぶの内部のヌルデシロアブラムシを観察したが，
有翅虫（Fig. 2B），様々な発生段階の有翅型幼虫，幼
虫の脱皮殻が検出された。開裂した虫こぶを採集した
ために，採集時に多くの個体が漏れ出たために個体数
の計測は行っていない。高田（1991）が京都市で
1989年 10月に観察した 13個の虫こぶ内には有翅虫
（有翅型幼虫も含む）が 1,343～ 6,203個体，平均
4,267個体が含まれていたことを報告している。同著
者は虫こぶの開裂後の有翅虫の脱出期間と時間帯を調
査している。成虫の脱出は 11～ 13日間続くがピー
クは 2つあり，時間帯は 9～ 17時の昼間，特に 15

図 1　 A-C：ヌルデに形成されたヌルデシロアブラムシの
虫こぶの開口部からアブラムシを舐め取るコゲラの
雌．2022年 10月 29日，広島県野呂山の山頂にて
記録（撮影：大塚 攻）．

Fig. 1.  Dendrocopos kizuki (female) licking Schlechtendalia 
chinensis off different apertures (A-C) of a gall on 
Rhus javanica var. chinensis. Photographed on the 
summit of Mt. Noro in Kure City, Hiroshima 
Prefecture on October 29, 2022 by SO.
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時以前であったという。今回，コゲラが虫こぶからヌ
ルデシロアブラムシを捕食していた時間は 11時前後
であり，コゲラの捕食が有翅虫の脱出のピークの時間
帯にタイミングに合わせていることも推測される。な
お，同地点において 2022年 12月 30日にはヌルデの
虫こぶはすべて地面に落ちており，さらに 2023年 1
月 8日に地面に落ちていた虫こぶを開いてみたが，生
きた個体は全く存在しなかった。したがって，虫こぶ
内のヌルデシロアブラムシはコゲラの食物としては虫
こぶが開裂して地面に落下するまでの季節的に限定的
な食物と思われる。なお，コゲラがアブラムシ類を捕
食するという報告（清棲，1978）はあるものの，虫
こぶ形成種かどうかの詳細は不明である。アブラムシ
類は種類によって体に含まれる脂肪量やアミノ酸，糖
の成分が異なることが知られており（福島・駒田，
1972），嗜好性がある可能性もある。
日本のコゲラの食性については千羽（1969），清棲

（1978），山階（1980），青木・倉本（2015）などの報
告があり，季節変化はあるものの，主要な食物は昆虫
で，アリ類を好むほか，ヒラタムシ類，コメツキムシ
類，カミキリムシ類，タマムシ類，ゴミムシ類の幼
虫，ゾウムシ類，ハムシ類，コガネムシ類などの甲虫
類，鱗翅類の幼虫，アブラムシ類，ハエ類，カマキリ
類に加え，ムカデ類，クモ類などである。一方，植物
のウルシ類，シナノキ，ミズキ，アケビ，ウコギ，ツ
タウルシなどの実も食する雑食性と報告されている。
コゲラは留鳥であり（叶内ほか，2014），生息地，季
節によって食物をダイナミックに変化させていること
がうかがわれる。
コゲラの舌（Fig. 1A, C）の先端の両側面には 200
～ 400 µm程度の後方を向いた鋭い突起が数本生じて
おり，さらに舌先端の表皮にも不規則に後方を向いた
小突起が生じていること（Emura et al., 2009）から，
カミキリムシ類，コメツキムシ類などの木材穿孔性昆
虫や今回観察した虫こぶ内のヌルデシロアブラムシな
ど様々なサイズの餌動物を効率的に掻き出す機能があ
ると考えられる。
アブラムシ類は様々な小型の昆虫食性あるいは雑食
性鳥類が餌として利用しているが，本邦では詳しい調
査はほとんどない。アブラムシ類を餌として利用する
ことが知られている種として，本邦ではキツツキ目で
は コ ゲ ラ に 加 え て ア カ ゲ ラ Dendrocopos major 
（Linnaeus, 1758）（ 清 棲，1978）， ア オ ゲ ラ Picus 
awokera Temminck, 1836（清棲，1978），スズメ目の
ス ズ メ Passer montanus （Linnaeus, 1758）（Sunose, 
1980），サンコウチョウ Terpsiphone atrocaudata （Eyton, 
1839）（清棲，1978），キクイタダキ Regulus regulus  
（Linnaeus, 1758）（清棲，1978；山階，1980），シジュ
ウカラ Parus minor Temminck & Schlegel, 1848（Fig. 
3A）（清棲，1978；山階，1980；近藤ほか，2022），
ヒガラ Periparus ater （Linnaeus, 1758）（清棲，1978），
ヒバリ Alauda arvensis Linnaeus, 1758（清棲，1978），
ウグイス Horornis diphone （von Kittlitz, 1830）（山階，
1985）， エ ナ ガ Aegithalos caudatus （Linnaeus, 1758）
（清棲，1978；山階，1980；近藤ほか，2022），メジロ
Zosterops japonicus Temminck & Schlegel, 1845（清棲，
1978）， セ ッ カ Cisticola juncidis （Rafinesque, 1810）
（山階，1985），クロツグミ Turdus cardis Temminck, 
1831（ 清 棲，1978）， ビ ン ズ イ Anthus hodgsoni 
Richmond, 1907（清棲，1978），カワラヒワ Chloris 
sinica minor （Temminck & Schlegel, 1848）（ 清 棲，
1978），ホオジロ Emberiza cioides Brandt, 1843（清棲，
1978）， イ ス カ Loxia curvirostra japonica Ridgway, 

A

B

10 mm

⼤塚 Fig. 2

図 2　 A：ヌルデに形成されたヌルデシロアブラムシの虫
こぶの開口部（矢印）；B：虫こぶから発見された
ヌルデシロアブラムシの有翅虫と有翅型幼虫 . 2022
年 11月 3日，広島県野呂山の山頂にて記録（撮
影：大塚 攻）．

Fig. 2.  Galls formed on Rhus javanica var. chinensis by 
Schlechtendalia chinensis. A. Whole gall with several 
apertures (arrowed); B. alatiform adults and larvae of 
Schlechtendalia chinensis packed within a gall. 
Photographed on summit of Mt. Noro in Kure City, 
Hiroshima Prefecture on November 3, 2022 by SO.
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枯れる前（2021年 11月）にしばしば観察されている
（近藤ほか，2022）。シジュウカラはヨシの葉の裏側
を捲ってアブラムシを何度も啄んでいた。モモコフキ
アブラムシは東京都，島根県では 5～ 6月にはヨシ
を宿主としていることから，広島県でも同様に長期間
に渡って餌として利用できる可能性がある。イスカは
マツ類，トウヒ類などの球果から種子を効率的に取り
出すために上下の嘴のかみ合わせが互い違いに進化し
たと考えられているが，周囲に利用できるこれらの餌
がない場合にはアブラムシ類などの昆虫に依存すると
いう（三上・三上，2019）。コゲラ，イスカなどの鳥
類の食性の可変性の例と言えよう。

Garcia et al. （2018）は，スペイン北部の農園に植え
られているサイダーリンゴの枝（長さ 80 cm）に，
ケージ（12 mmの小孔があり，アブラムシ類などの
侵入は可能）をつけて鳥の侵入を防いた枝となにも付
けない枝で，2016年 4月 15日～ 6月 20，21日の間，
アブラムシ類の付着状況を比較した。この結果，ヨー
ロッパシジュウカラ Parus major major Linnaeus, 
1785， ヨ ー ロ ッ パ コ マ ド リ Erithacus rubecula 
rubecula （Linnaeus, 1758），ミソサザイ Troglodytes 
trogldytes （Linnaeus, 1758），ズグロムシクイ Sylvia 
atricapilla （Linnaeus, 1758），クロウタドリ Turdus 
merula Linnaeus, 1758などの 29種の森林性・昆虫食
性種 によってアブラムシ類が捕食され，後者の枝で
は前者の総付着個体数は 400倍も高かったという実
験結果を示した。アブラムシ類が野鳥の重要な餌と
なっており，リンゴ農園においてはこれらの鳥類の捕
食がアブラムシ類の被害を防ぐために重要であること
がわかる。
国内外で虫こぶを形成する昆虫が様々な鳥類の餌と
なっていることが知られている（Abrahamson and 
Weis, 1987）。虫こぶはアブラムシ類だけなく，アザ
ミウマ類，キジラミ類，鱗翅類，甲虫類，膜翅類，双
翅類などの昆虫類に加えてダニ類も虫こぶを形成する
（Abrahamson and Weis, 1987）。本邦からはアブラム
シ類と膜翅類が形成した虫こぶ内に潜むそれぞれの昆
虫が，スズメ及びコゲラ，シメ Coccothraustes 
coccothraustes （Linnaeus, 1758）及びイカル Eophona 
personata （Temminck & Schlegel, 1845）によって捕
食されたことが報告されている（Table 1）。種子や小
型昆虫などを摂食する雑食性鳥類（叶内ほか，2014）
が，虫こぶが成熟して内部の昆虫が成長あるいは増殖
している時期に餌として利用していると考えられる。
アブラムシ類と同じく半翅目に属するカイガラムシ
類も大きさは小型であるものの，単為生殖によって増

1884（三上・三上，2019），キジ目のキジ Phasianus 
colchicus Linnaeus, 1758（清棲，1978）などが知られ
る。山階（1980）はシジュウカラが冬季にアブラムシ
をよく利用していることを報告している。しかし，ア
ブラムシ類の種類の嗜好性，餌としての重要性などに
ついての詳細は不明であり，今後の体系的な研究が期
待される。エナガ，シジュウカラはヨシを二次宿主と
するモモコフキアブラムシHyalopterus pruni （Geoffroy, 
1762）（吉富・安達，2013；松本ほか，2014）を捕食
していることが広島県竹原市のヨシ原においてこれが

A

B C

⼤塚 Fig. 3

図 3　 A：ヨシを宿主とするアブラムシ類を捕食するシ
ジュウカラ . 2022年 11月 25日広島県竹原市にて記
録（撮影：大塚 攻）；B：ヨシを宿主とするカイガ
ラムシ類を捕食するメジロ . 2022年 2月 20日広島
県竹原市にて記録（撮影：大塚 攻）；C：ヨシを宿
主とするカイガラムシ類を捕食するオオジュリン . 
2023年 1月 11日広島県竹原市にて記録（撮影：大
塚 攻）．

Fig. 3.  Birds feeding on aggregative hemipterans. A. Parus 
minor feeding on a colony of aphids (arrowed) on 
leaves of Phragmites communis (Takehara City, 
Hiroshima Prefecture; November 25, 2022); B. 
Zosterops japonicus japonicus feeding on scale insects 
on stems of P. communis (Takehara City, Hiroshima 
Prefecture; February 20, 2022); C. Emberiza 
schoeniclus searching for scale insects from stems of P. 
communis (Takehara City, Hiroshima Prefecture; 
January 11, 2023). Photographed by SO.
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殖してコロニーを作り，植物に固着した生活を営む
（石原，1971）ため，鳥類の餌としては容易に多くの
個体を一度に摂取できる。本邦でカイガラムシ類を捕
食する鳥類としてはコゲラ，エナガ，メジロ（Fig. 
3B），ツリスガラ Remiz pendulinus （Linnaeus, 1758），
オオジュリン Emberiza schoeniclus （Linnaeus, 1758）
（Fig. 3C）などの小型鳥類が知られる（清棲，1978；
山階，1980；桜谷，2001；叶内ほか，2014；大塚 ,　
未発表）。メジロ，オオジュリンの捕食は竹原市ハチ
の干潟周辺のヨシ原で観察された事例であるが，ヨシ
にはビワコカタカイガラモドキ Nipponaclerda 
biwakoensis Kuwana, 1907が確認されているので本種
を探索，摂取していると考えられる。今後，どのよう
な鳥類が，アブラムシ類，カイガラムシ類などのコロ
ニー形成をする半翅目昆虫をいつ，どのように利用し
て，日間必要エネルギーの点でこれらの昆虫類がどの
程度寄与しているかなどを詳しく調査する必要があろ
う。これらの半翅目の一部は有用植物の害虫として知
られているため，スペインでの野外実験に見られるよ
うな応用科学の観点からも知見の集積が望まれる。
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Table 1. Predatory behavior of wild birds on insects forming galls in Japan.  
Common name 
Scientific name 
(family) 

Insects forming galls (Order; 
stages) Host plant Locality (prefecture) Date References 

Pygmy woodpecker 
Dendrocopos kizuki 
(Picidae） 

Schlechtendalia chinensis 
(Hemiptera; larvae, adults) 

Rhus javanica 
var. chinensis 

Nara City (Nara)  
Kure City (Hiroshima)  

October 24, 1996 
October 29, 2022 

Sakuratani (2001)  
Present study 

Tree sparrow  
Passer montanus 
(Passeridae) 

Paracolopha morrisoni,  
Tetraneura sp. 
(Hemiptera; adults) 

Zelkova serrata,  
Ulmus 
davidiana 

Sapporo City (Hokkaido) June 27 to July 1, 1979 Sunose (1980) 

Hawfinch 
Coccothraustes 
coccothraustes 
(Fringillidae) 

Aiolomorphous rhopaloides  
(parasites: Diomorus aiolomorphil, 
Homoporus japonicus, Eupelmus  
sp.) (Diptera; larvae, pupae) 

Phyllostachys 
pubescens 

Toyama City (Toyama) 
Prefecture 

End of November 1998 
to April 1999 

Miki and Miki 
(2000) 

Japanese grosbeak 
Eophona personata 
(Fringillidae) 

Aiolomorphous rhopaloides  
(parasites: Diomorus aiolomorphil, 
Homoporus japonicus, Eupelmus 
sp.) (Diptera; larvae, pupae) 

Phyllostachys 
pubescens Toyama City (Toyama)  End of November 1998 

to April 1999 
Miki and Miki 
(2000) 
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